
　明けましておめでとうございます。皆様には輝かしい
新春を健やかにお迎えのことと、心からお慶び申し上
げます。
　昨年はどのような年でしたでしょうか？新型コロナウイ
ルス感染症の発生以来３年となりました。毎年コロナに
始まりコロナに終わるとずっと言ってきましたが今年こそ
は人と人との交流ができるようになり、皆様のご意見を
しっかりとお聞きしていきたいと思っています。
　１２月議会では青木島遊園地の件が大きな話題となり
ました。市長は、「地域の声をしっかりと聴き、子育て
環境の整備など将来のまちづくりに生かしていく」とし
ています。これからも住民の皆さんが安心して暮らすこ
とと子どもたちの健やかな成長の両方がバランスよく進
められていくよう意見をしっかりと聴き取り、住民の理
解を深め、解決に向け対応していただきたいと思ってい

ます。これに関連して議会に対し、議員の政治倫理につ
いて多くのご意見をいただきました。議会として重く受
け止め該当議員には厳重注意をしました。改めて市民全
体の代表として自らの行動を厳しく律し、市民の信頼を
損なう行為をしないよう努めていきます。
　また、令和元年東日本台風災害で被害を受けた被災
住宅用地の固定資産税等についての減免を本年度で終了
とするとしていましたが、来年度以降も減免を継続する
方針が示されました。今後も被災地の復興が早期に実
現するように支援していきます。
　今年は４年に一度の選挙の年となります。市議会議員
選挙は９月１７日（日）に執行され、定数も減にする予
定で動いています。毎回のことですが大変厳しい選挙が
予想されます。引き続きのご支援ご協力をよろしくお願
いいたします。
　最後になりましたが、今年も皆様にとりまして幸多き
素晴らしい 1 年となりますよう心から祈念いたしており
ます。

お 知 ら せ
●長野市原油価格高騰対策特別支援金
コロナ禍における原油価格・物価高騰等の影響を受けている市内
に事業所を有する建設業・製造業・道路貨物運送業の中小企業
者を対象とした支援金です
・申請期間：令和５年２月１０日（金）まで

●生活困窮世帯緊急支援金
住民税所得割非課税世帯、家計急変世帯（電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援給付金の対象世帯を除く）が対象です。
・支援金額：１世帯３万円

ーーーーーーーーー※詳細はお問い合わせ下さい　　　　

新年のごあいさつ

～意見交換会を開催します～
日時：１月２９日（日）１７時～
場所：長野駅前油や
会費：5,000円
◎感染対策をしっかりした上で開催する予定ですが、
　感染状況によっては中止させていただくことをご了
　承下さい。

新型コロナ、原油価格・物価高騰への対策事業
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ホームページ・ブログ・フェイスブックでも情報を発信中です。ぜひご覧下さい。

～原油高騰対策や
　　小児コロナワクチン接種などに予算追加～　12月定例議会より12月定例議会より

人権を尊重し合う
市民のつどい

　12月1日から19日までの19日間開かれ、
２１億８千万円あまりの補正予算が成立し
ました。主な内容は、建設・製造・運送
業対象原油価格高騰対策特別支援事業に
６億４千万円、新型コロナウイルスオミク
ロン株対応ワクチン小児への接種体制確
保事業に８億９千万円、市有施設電力・
ガス価格高騰対策事業等です。一般質問
では、市長が就任されて１年が過ぎたこと
から成果と今後の抱負、青木島遊園地を
巡る質問、公共施設マネージメントの進
め方等が多く取り上げられました。また、
長野駅周辺第２土地区画整理事業が令和
５年の事業終了に向け事務作業が進めら

れています。議会でも平成５年から特別
委員会を作り審査及び調査を進めてきま
した。30年に渡る地域住民の皆様のご協
力と区画整理に携わられた職員及び関係
者の皆様のご努力に敬意と感謝を申し上
げます。
　また、「長野市ワイン・シードル特区」
の申請がされました。今後長野市産ワイ
ン、シードルにお目にかかれることを楽し
みにしています。更には放課後子ども総
合プラン事業を担う新たな運営主体「一
般財団法人　ながのこども財団」が２月１
日に設立する予定です。それぞれが目的
を達成できるように支援をしていきます。

　「失語者向け意思疎通支援事業に関
する請願」が長野県言語聴覚士会、長
野失語症の会から提出され全会一致で
可決されました。内容は、失語症者が
安心して自分らしく暮らすために、失語
症に対する社会的な認知度を高め、失
語症を正しく理解し適切な支援ができ
る人材の確保と活用で、意思疎通支援
者派遣事業の創設と災害時の避難所等
での意思疎通支援者派遣要望等です。
　失語症は、脳血管障害（脳出血、脳
梗塞など）などにより大脳が傷害され

起こるもので誰にでも起こる可能性が
あります。また、症状はことばや文字
について聞いて理解する、読んで理解
する、話して表出する、書いて表出す
るなど様々で復職率は８％と極めて低
く、復職や生活の問題などのために引
きこもりになる場合もあるとのこと。多
くの皆さんに理解していただき安心して
暮らしやすい環境作りをしていかなくて
はなりません。それはどんな人にも住み
やすい長野市につながっていくと思って
います。

　行きたい時間に、行きたいと
ころに行くことが可能になるシス
テムです。中山間地に普及して
いくことを期待
しています。

　漫画「タッチ」の上杉達也の
声優、三ツ矢雄二さんの講演で
「怒りん坊の人、のんびりな人が
いるように性の多様性は一つの
性格と同じ」という言葉が印象
的でした。

　当事者、ボランティア、行政
の皆さんで障がいのある方の情
報アクセシビリティについて考
えました。まずは見える見えな
い多様な特性、特徴を理解する
ことから始めていきましょう。

ボランティア活動
市民会議
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失語症
とは

～意思疎通支援への請願を可決～


